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Ⅰ 自己紹介



Isao Sawamura

澤村 功夫
Quiny株式会社 共同創業者CFO

1968年生まれ スタートアップ大好きおじさん

元大手都市銀行の銀行員
（半沢直樹でパーティグッズでなく本物の疎開資料が出てき
た銀行）
ばりばりのちょっと上品な関西人（京都×兵庫のハーフ）
2022年から石川に単身プチ移住
（七尾2年＋金沢2年）

学生時代ラグビーで頭を打ちすぎて脳細胞の大半が死んでる
人生の半分以上を痛風と共に生きてる



Ⅱ 会社概要









ロボット・自動化装置の企画開発に特化した
ファブレス企業

Quiny

Sier
製造パートナー

ワンストップでの体制



ビジネスモデル
受託開発と自社開発のハイブリッドモデル

受託開発

自社開発販売

受託開発から自社開発へ

・受託案件から汎用性の高いものを

カスタマイズし自社開発案件へ

自社開発から受託拡大へ

・自社開発での実績と知名度を生かし、

受託開発を拡大

再投資

・受託開発で得た、資金を再投資

し、自社開発へ



ZEBRA×ソリッドベンチャーの経営スタイル

×

人手不足解消という社会課題の解決とロボット開発
による収益の追求の両立を目指す

受託による安定成長と自社開発による
スケール拡大を目指す







Ⅲ 自動化を取り巻く環境・自動化ニーズの変遷



2030年問題



労働力不足はますます深刻化

この課題を解決するには、
ロボット・自動化装置の
導入は必至



現在の自動化ユーザーのポジション 
投入可能資金力

（高）

投入可能資金力
（低）

自動化ナレッジ
（低）

自動化ナレッジ
（高）

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

①

②

③

④

ロボット・自動化装置の導入には、
資金面やナレッジの浸透という課題の解決が必要



自動化ニーズの変遷

過去 人では出来ない、人がやるより速い作業の自動化
タクトタイム短縮や特異形状への対応などスペック重視
自動化する作業単独での生産性の大幅な向上が目的



自動化ニーズの変遷

現在 人をより生産性の高い業務へシフトさせる為の自動化
ＡＩの活用によりフレキシブルな作業にも一部対応
省人化、省力化による全社的な効率化が目的



自動化ニーズの変遷

未来 人が行なう作業の大半を自動化
定型化された作業だけでなく、視覚、聴覚、触覚などの
情報を得て判断して動くフレキシブルな作業の自動化を実現
人が人らしく生きていく為の作業の自動化が目的



Ⅵ 私たちが実現したい事・連携、協業をお願いしたい事



現在工場等作業現場で人が行なう作業 

品種（少）

処理・生産数（多）

ⅰ
（専用機）

効率化が優先される作業

ⅱ
（専用機＋産業用ロボット）

効率化と省人化が求められる作業

ⅲ

（人＋協働型ロボット）
労働人口減少により省人化

が求められる作業

ⅳ
（人）

自動化出来ないと存続・維持
出来ない属人化した作業

処理・生産数（少）

品種（多）



自動化に立ちはだかる壁

人の動きは、複雑かつ曖昧なので
全く同じ動きを再現するのは困難

匠の技やちょっとややこしい作業を
自動化するには無理があると言われてきた

→これを自動化で解決したい









その他現在進行中の独自開発事業

1️⃣ 牡蠣剥き自動化装置（剥き身）

2️⃣ 牡蠣洗浄装置（殻つき牡蠣）

3️⃣ ティーチングレスの多品種少量生産向けレーザー溶接ロボット



自動牡蠣剥き装置



連携、協業をお願いしたい事

1️⃣ 自動化ニーズのご紹介

セミナー勉強会の開催などユーザー候補へのナレッジ拡大機会の創出と具体的なユーザーの紹介

自治体、金融機関、商社など

2️⃣ 自動化導入に関する協業

実際の導入に関しての協業

人材派遣業、SIer・装置製造企業、ITプラットフォーム事業者、製造業コンサルなど

3️⃣ 導入コスト低減に関する協業

リース、RaaS、流動化などの導入ハードルを下げるスキームの共同開発

リース会社、信託銀行、証券化ビジネスなど

4️⃣ 弊社の資金調達へのご協力

開発資金への資金供給

銀行、VC、エンジェル、補助金の紹介
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